
精神科看護職のクリニカルラダー
「日精看版ラダー」をご活用ください

? クリニカルラダーとは

参考：パトリシア・ベナー著、井部俊子監訳
『ベナー看護論 新訳版－初心者から達人へ』 

ベナーの示す5段階
(経験年数によらない )

看護師にとって重要なのは、
「経験年数」ではなく「経験の質」である。
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日精看では、4つの看護職像の育成にむけて、たしかな精神科看護の実践能力を身につけるための継続学習支援として、
2022年度（令和4年度）に「精神科看護職のクリニカルラダー」（日精看版ラダー）を公表しました。

状況について膨大な経験から瞬時に判断し、正確に問題領域を絞る
ことができる段階 

状況を長期的な予測もふまえて全体としてとらえることができる段階 
※状況の理解は思考よりも経験によるものが多い

意識的に立てた長期の目標や計画をふまえて自分の看護実践をとら
えはじめる段階 ※現在および予測される将来の状況で何が重要かを判断できる

かろうじて及第点の業務をこなすことができる段階
 ※「繰り返し生じる重要な状況要素」に気づく(あるいは指摘により気づく)ことができる

状況に関する経験がなく、対象者の表わす状態からその状況を知り、
臨床状況での経験を積むために原則通り行動する段階 I
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● 多様なバックグラウンドに対応するため

● どこにいても必要な教育が受けられるように

● 難しい継続教育をサポートする

「日精看版ラダー」作成の背景

教育背景や臨床経験、プライベートの背景など、職員のバックグラウンドが多様化
しているため、看護職個々の実践力や経験を活かしながら精神科看護の実践力を
高める教育の仕組みが必要！

日本全国、どのような精神科看護実践の場であっても精神科看護実践に必要な教
育が受けられる仕組みが必要！

何事にも柔軟に対応していける精神科看護のプロフェッショナルに成長するために
学び続けていく必要がある。精神科看護職の成長にはその指針が必要！

看護職の能力開発・評価システムの1つです

「クリニカルラダー」は、看護教育の第一人者であるアメリカの看
護理論家、パトリシア・ベナーの看護論をもとにした能力開発・
評価システムです。「初心者」「新人」「一人前」「中堅」「達人」の5
段階に分類され、到達段階に応じた看護実践能力が示されてい
ます（上図）。ポイントは、看護職にとって重要なのは「経験年数」
ではなく「経験の質」であるという点です。つまり、経験年数を目
安に「3年目になれば一人前」「15年経ったから達人だ」とはいえ
ず、その人がもつ看護実践能力によって到達段階の評価が可能に
なるという考え方です。

活用することで、個人にも組織にもメリットがあります

◎各段階の到達目標を示しているので、自身が到達している段階や
次のステップに向けた課題を確認でき、自己評価や継続学習の
指針になります。

◎段階ごとに期待される看護実践能力が示されているため、多様
なバックグラウンドをもつ看護職に対応できます。

◎段階が上がると、活動が広くなったり、深くなったり、新たな役割を
担うようになるため、仕事のやりがいにつながります。

◎教育担当者や管理者が、スタッフの人材育成や能力開発に活用
することができるため、組織の成長を実現できます。






